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海
上
保
安
庁
巡
視
船
に
中
国
漁
船
が
衝
突
し
た
際
の
映
像
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
流
出
さ
せ
た
第
五
管
区
海

上
保
安
本
部
海
上
保
安
官
の
宿
泊
先
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

本
年
九
月
七
日
、
尖
閣
諸
島
周
辺
に
侵
入
し
た
中
国
漁
船
が
、
我
が
国
の
海
上
保
安
庁
巡
視
船
に
衝
突
す
る
事
件
が
起
き

た
。
右
を
受
け
、
同
月
八
日
、
石
垣
海
上
保
安
部
は
同
漁
船
の
�
其
雄
船
長
を
公
務
執
行
妨
害
の
容
疑
で
逮
捕
し
た
も
の
の
、

同
月
二
十
四
日
、
那
覇
地
方
検
察
庁
の
鈴
木
亨
次
席
検
事
は
、
そ
の
�
船
長
を
処
分
保
留
と
し
て
釈
放
す
る
こ
と
を
発
表
し

た
。
�
船
長
は
翌
二
十
五
日
午
前
一
時
半
過
ぎ
に
釈
放
さ
れ
、
中
国
政
府
の
チ
ャ
ー
タ
ー
機
で
帰
国
し
た
。
本
年
十
一
月
四
日

よ
り
、
�
船
長
が
巡
視
船
に
衝
突
す
る
様
子
を
録
画
し
た
映
像
が
動
画
サ
イ
ト
「
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
」
に
投
稿
さ
れ
て
い
る
と
話

題
に
な
り
、
同
月
十
日
、
第
五
管
区
海
上
保
安
本
部
の
海
上
保
安
官
（
以
下
、
「
保
安
官
」
と
い
う
。
）
が
、
自
ら
投
稿
し
た

こ
と
を
上
司
に
名
乗
り
出
て
い
る
。
右
を
踏
ま
え
、
質
問
す
る
。

一

「
保
安
官
」
は
現
在
、
捜
査
当
局
に
よ
る
取
調
べ
を
受
け
て
い
る
と
承
知
す
る
が
、
右
は
い
つ
か
ら
始
ま
り
、
ま
た
一
日

の
う
ち
何
時
か
ら
何
時
ま
で
行
わ
れ
て
い
る
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

本
年
十
一
月
十
三
日
の
朝
日
新
聞
に
、
「
食
事
は
弁
当
、
庁
舎
で
寝
泊
ま
り
」
と
の
見
出
し
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
中
に
、
「
海
保
関
係
者
に
よ
る
と
、
保
安
官
は
、
法
務
省
の
出
先
機
関
な
ど
も
入
る
十
一
階
建
て
神
戸
第
二
地
方

一



合
同
庁
舎
の
八
階
に
あ
る
五
管
の
一
室
で
三
日
間
、
任
意
の
調
べ
を
受
け
た
。
食
事
は
弁
当
が
届
け
ら
れ
、
夜
は
庁
舎
内
で

シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
、
宿
直
部
屋
で
眠
る
生
活
と
い
う
。
私
用
の
携
帯
電
話
は
使
用
可
能
で
、
家
族
と
も
連
絡
は
取
り
合
え
た

が
、
面
会
は
し
て
い
な
か
っ
た
。
」
旨
の
記
述
が
あ
る
。
ま
た
同
月
十
四
日
の
朝
日
新
聞
に
、
「
聴
取
中
の
本
人
が
会
見

？

五
管
が
準
備
、
結
局
中
止

政
権
へ
の
影
響

保
安
庁
が
心
配
」
と
の
見
出
し
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中

に
、
「
結
局
、
深
夜
に
な
っ
て
会
見
の
中
止
が
伝
え
ら
れ
、
保
安
官
は
五
管
本
部
に
泊
ま
っ
た
。
会
見
の
調
整
を
し
て
い
た

五
管
幹
部
は
『
泊
ま
る
の
は
本
人
の
意
向
。
本
人
は
捜
査
の
対
象
で
、
会
見
は
あ
り
得
な
い
』
と
強
調
し
た
。
」
旨
の
記
述

が
あ
る
。
「
保
安
官
」
が
第
五
管
区
海
上
保
安
本
部
に
寝
泊
ま
り
し
て
い
る
と
い
う
事
実
は
あ
る
か
。
あ
る
の
な
ら
、
い
つ

か
ら
い
つ
ま
で
宿
泊
し
て
い
る
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

第
五
管
区
海
上
保
安
本
部
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
職
員
が
同
本
部
に
寝
泊
ま
り
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
の
か
。

四

「
保
安
官
」
が
第
五
管
区
海
上
保
安
本
部
に
宿
泊
し
た
際
、
超
過
勤
務
手
当
は
支
払
わ
れ
て
い
る
か
。

五

「
保
安
官
」
に
食
事
が
届
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
は
あ
る
か
。
あ
る
の
な
ら
、
そ
れ
に
係
る
経
費
は
ど
こ
か
ら
支
出

さ
れ
て
い
る
の
か
説
明
さ
れ
た
い
。

六

「
保
安
官
」
が
第
五
管
区
海
上
保
安
本
部
に
宿
泊
し
た
こ
と
は
、
同
本
部
に
よ
る
職
務
命
令
を
受
け
て
の
こ
と
か
。

二



七

予
防
拘
禁
の
定
義
如
何
。

八

「
保
安
官
」
が
第
五
管
区
海
上
保
安
本
部
に
宿
泊
し
た
こ
と
は
、
予
防
拘
禁
に
該
当
す
る
の
で
は
な
い
の
か
。

右
質
問
す
る
。

三


